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研究成果の概要（和文）：MCIは初期段階のアルツハイマー病(AD)であり、早期発見の必要性が望まれる。我々
は、ビタミンD2とD3ではAβ蛋白質に対する相互作用が異なり、D2は凝集促進させ、D3は凝集阻止する可能性
を、試験管内蛋白凝集実験より示唆した。この研究成果に基ずき、健常者、MCI、各進行段階アルツハイマー病
患者血清中25(OH)VD3, 1,25(OH)2VD3濃度を測定した。健常者に比較しMCIで既に25(H)VD3が低下し、更にAD患者
では病期進行度に相関した血清中25(OH)VD3低下を認めたが1,25(OH)2VD3では差異が認められなかった。25(OH)
VD3低下はMCI ADに有用なマーカーである。

研究成果の概要（英文）：Mild cognitive impairment (MCI) is an early satage of Alzheimer's disease
(AD) and　diagnosin at this stage is highly desired. Aggregated A-beta is the main pathological 
feature in AD brain. We showed different behavior of VD 2 and VD3 to A-beta aggregations and suggest
 that VD2 promote A-beta aggregation and VD3 might inhibit the aggregation in vitro.　Based on these
 obsrvation, we assay serum VD3 concentrations in healthy control and MCI and AD (at different 
stages by MMSE). Our syudy suggest that 25(OH)VD3, but not 1,25(OH)2VD3, is a useful biomarker for 
not only AD but also MCI diagnosis, and decrease of serum 25(OH)VD3 concentrations corelate with AD 
severety. Our study suggest that serum 25(OH)VD3 concentrations could be useful biomarker for 
prediction and diagnosis of MCI and various stages of AD. THe results support the utility of vitamin
 D supplementation in AD therapy regimen.
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１．研究開始当初の背景 
  アルツハイマー病は、その前段階である

MCI 時点での早期発見が重要である。し
かし現在その客観的検査法は皆無であ
り、新規診断法が求められている。これ
まで、我々は、ビタミン D によるアミロ
イドβ（アルツハイマー病脳内異常凝集
蛋白質）の凝集制御に関し蛋白レベルで
の基礎研究を進展させてきた。 

 
２．研究の目的 
  末梢血液検査を用いた MCI 診断法およ

び、アルツハイマー病進行段階を診断で
きるバイオマーカーを検索する。 

 
３．研究の方法 
  健常者、MCI,アルツハイマー病(AD)患者 

より、末梢血中ビタミン D;25(OH)VD3, 
および 1,25(OH)2VD3濃度を測定し、各病
期段階 AD、MCI,健常者（コントロール）
間で濃度差を検討する。 

 
４．研究成果 
   血中 1,25(OH)2VD3濃度は、健常者、MCI, 

AD、いずれの集団間でも有意差が認めら
れなかった。男女間の有意差も認められ
なかった。しかしながら、血中 25(OH)VD3

濃度は、健常者に比べ、MCI 段階で既に
有意に低値を示し、MCI 早期診断法とし
て有用である。更に、AD に関しては病状
の進行度に従い低値を示す傾向があり、
AD 進行状況を判断する指標となる可能
性を示唆した。（Fig 1） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

次に、血中 25(OH)VD3 と 1.25(OH)2VD3

濃度間の相関性を検討した。健常者では
両者間に相関性は認められなかったが、
MCI  およびAD患者では両VD3濃度間に優
位な正の相関関係が認められた。(Fig 2) 

    MCI, AD 患者では,VD3摂取が病期進展予 
防の一手段となる可能性を示唆した。 
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